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繰り込みは非自明な操作 
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スケール不変性がある系 
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Gradient Flow スキーム ← New! 
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4+1次元の理論を考える 
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何故発散がなくなるのか？ （ラフな説明） 
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Gradient Flow を用いた計算 

• エネルギー運動量テンソルの構成 

ポスター(石川さん,KEK) 

• トポロジー電荷の計算  etc. 

• 中間子相関関数の計算 

中間子質量, 崩壊定数 



Pion 質量 

𝑚𝜋 = 630.0 ± 4.8 MeV 
これは繰り込みが不要な量→𝜏によらない 



Pion 崩壊定数 

Blue : 𝐴 + 𝐵𝑡, 𝑓𝜋 = 114.5 ± 44.1 MeV 
Green : 𝐴 + 𝐵𝑡 + 𝐶/𝑡, 𝑓𝜋 = 104.2 ± 43.2 MeV 

繰り込みが必要な量 

𝒪(𝑎2/𝜏) の効果 

フィット 



まとめ 
繰り込み：小さいスケールの理論を取り入れること 

 毎回、無限小のスケールまで考える必要はない 

 実は非自明な操作をしている(c.f. 繰り込み群) 

スキーム：繰り込みをどこまで行うか？ 

 場の理論には発散の困難がある 

 スキームによる違いは有限 

 Gradient flow 法 

 場の拡散方程式を考える 

 演算子の繰り込みが自動的に行われる 

格子QCDへの応用 

 エネルギー運動量テンソル 

 中間子相関関数の計算 


